



















































































































































































































































































































































































実数(人) 割合(%) 実数(人) 割合(%)
1.減農薬.有機農業の効果を確かめるため 50 29.6 19 20.7
2.農産物に付加価値をつけるため 4 2.4 15 16.3
3.環境支払いの支援金をもらうため 7 4.1 2 2.2
4.農業に対する見方や農政を変えるため ll 6.5 12 13.0
5.環境を守るため 43 25.4 -
6.地域のタカラモノさがし 5 3.0 -
7.家族や地域の子どものため 1 0.6 7 7.6
8.未来のため 6 3.6 14 15.2
9.生きものの名前や生態を知るため 15 8.9 12 13.0
10.自分の楽しみや勉強のため 6 3.6 ll 12.0
ll.その他 5 3.0 -








































｢ウッソー !｣ ｢馬鹿みたい !｣と声を上げる｡
｢そうだろうね｡大人たちはもっと､信じてくれ
ないかもしれないね｡もっと想像しにくいことか
もしれないね｡でも､田んぼに出かけたときに､
稲のまわ りでオタマジャクシが育っていたよ
ね｡｣と私は話しかける｡いつの間にかイネは人
間のためだけに存在するような錯覚を現代人は
している｡イネ自身も自然のめぐみをいただいて
育っている｡このイネと自然の生きものとの関係
を支えるためには､百姓だけの力では足りないも
のがある｡たとえば､このイネとオタマジャクシ
との関係を支えるためには､このイネを毎年きち
んと消費してくれる､人間が必要なのだ｡イネは
｢ごほん｣となって､人間を自然と結んでくれる｡
この関係が､見えなくなったから､農と自然のつ
ながりも見えなくなった｡米を食べることは､農
の重要な一部をなしている｡これを ｢消費｣では
なく､ ｢自然保護｣と呼ぶこともできるし､ ｢食
農｣ ｢自然観の陶冶｣とも呼んでもいい｡
私たちの新しい役割は､イネと自然の関係を新
しくつくりあげることであろう｡消費者も含め
て､人間が自然と深くつきあうから､自然は輝き､
そこからはカネになるものならないものも含め
て､計り知れないめぐみがもたらされる｡そのめ
ぐみの総量を計る科学は､未だに存在しない｡そ
れを少しでもつくるために､人間は生きものの力
を借りるしかない､と思う｡この関係を支えるた
めに､ごほんを食べる人間が育っことが､田んぼ
とイネと自然を守ることになる｡
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